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研究要旨 ⾷品媒介感染症のアウトブレイクは重症度が⾼く、広域に発⽣する場合があ
る。また、国内の広域の⾷品媒介感染症の公衆衛⽣上の負荷についての検討があまりなさ
れていない。国内では広域に発⽣する⾷品媒介感染症の早期に探知、対策及び公衆衛⽣上
の負荷の検討が急務である。広域の⾷品媒介感染症の疫学情報を複数の情報源から収集
し、特性を検討した。また、海外での広域の⾷品媒介感染症の探知⽅法、疫学情報収集⽅
法、解析結果の活⽤⽅法についての情報収集を⾏った。広域の⾷品媒介感染症の疫学情報
の収集は共通化した調査票は迅速性があるが、データの解析までには効率化が必要課題
であった。⽶国での効率化ツールの利⽤が⼀つの選択肢と考えられた。また、調査の迅速
性や情報の質を向上には最⼩限の情報収集について検討が今後必要となる可能性があ
る。 

 
 
Ａ．研究⽬的	

⾷品媒介感染症のアウトブレイクは事例
によって重症度が⾼く、広域に発⽣する場
合がある[1]。⼀⽅で、⾷品媒介感染症のア
ウトブレイクの症例数は実際に発⽣した数
よりも過⼩評価の可能性があることが報告
されている[2]。その理由として、症例は必
ずしも全てが消化器症状を呈さない事が挙
げられる。また、症例の調査は必ずしも全て
に対して実施されているとは限らないこと
が挙げられる（例：発症した医療機関受診者
が必ずしも疫学調査されていない）。従って、
全ての症例を探知することは困難さがある。

また、⾷品媒介感染症は様々な種類の⾷品
が媒介し、様々な種類の感染症に汚染され
ていることが報告されている。これまでに
報告されている⾷品媒介感染症の原因⾷品
は⽣野菜、果物、⼩⻨粉、シリアル、ピーナ
ッツバター、卵、鶏⾁、⽜⾁、豚⾁などが挙
げられる[2]。また、⾷品媒介感染症発⽣の
汚染の可能性は多岐にわたっており、⽣産
地、と畜場、加⼯施設、流通、販売、調理な
どの様々な場⾯が汚染の原因として取りあ
げられている。また、国際的には広域のアウ
トブレイクは年々増加傾向にあり、広域ア
ウトブレイクは重症者が多く報告されるこ
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とが報告されている。しかしながら国内で
は広域の⾷品媒介感染症に関する公衆衛⽣
上の負荷についての報告があまりなされて
いない。従って、重症度が⾼い広域の発⽣⾷
品媒介感染症は公衆衛⽣上の負荷について
国内において把握することが急務で、公衆
衛⽣上の対策に結びつけることが重要であ
る。しかしながら、広域の⾷品媒介感染症の
探知や疫学情報の系統的な収集⽅法につい
て我が国では確⽴されていないのが現状で
ある。本研究は広域⾷品媒介感染症の公衆
衛⽣対策に向けて広域事例の探知⽅法の検
討と広域事例の疫学調査⽅法についての検
討を⾏うことを⽬的とする。	

	

	
Ｂ．研究⽅法 
１．広域の⾷品媒介感染症事例の疫学情報
収集⽅法の検討 
 本研究に参加協⼒の得られる⾃治体の感
染症発⽣動向調査の情報及び⾷中毒調査⽀
援システムに登録された情報を元に分⼦タ
イピングと疫学情報に関して情報収集を⾏
い、広域アウトブレイクと疑われる分⼦タ
イピングに関して疫学情報の適時性、正確
性、データの質などについて検討を⾏った。
また、協⼒の得られた⾃治体から疫学調査
の情報を収集する。疫学情報の収集は情報
提供する保健所等の負担軽減などの⽅法に
ついて検討する。対象とする疾患は腸管出
⾎性⼤腸菌を中⼼とした細菌感染症を主に
情報収集を実施した。 
 
２．⽶国における疫学情報の収集 
 国外における広域の⾷品媒介感染症の疫
学情報収集⽅法について⽶国の National 

Environmental Health Association 主催の
The Integrated Food Borne Outbreak 
Response and Management (InFORM)に参
加し、広域の⾷品媒介感染症のアウトブレ
イク探知、疫学情報収集⽅法、データの集約
⽅法、還元⽅法などについての情報収集を
⾏った。 
 
Ｃ．研究結果・考察 
１．広域の⾷品媒介感染症事例の疫学情報
収集⽅法の検討 

広域事例の可能性がある分⼦タイピング
の情報を元に、協⼒⾃治体からは共通化し
た疫学調査の情報収集と感染症発⽣動向調
査及び⾷中毒調査⽀援システムに登録され
た疫学情報を収集し、⽐較を⾏った。協⼒⾃
治体からの情報収集は収集できた時点での
報告により適時性がみられたが、データの
集約を図る上では何らかの対応策の構築が
必要であると考えられた。 

⾷中毒調査⽀援システムの疫学情報は分
⼦タイピングの結果から数週間から 2 ヶ⽉
程度の期間を要する症例があったため適時
性が低かった。また、感染症発⽣動向調査の
情報は曝露情報や⾏動情報が記載されてい
る場合があったが、感染性サーベイランス
であることから疫学情報の適時性はあるも
のの、情報の正確性、データの質などについ
ては検証が必要であった。特に、感染症発⽣
動向調査の疫学情報は構造化された情報で
はないことが疫学情報の正確性やデータの
質を検証する必要があるための理由として
あげられた。 

また、調査の項⽬数が多い場合、調査の⼿
間や情報収集時のデータの質などの問題が
発⽣する場合がある。そのため、調査の迅速
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性や情報収集の質を向上させるために最⼩
限の調査内容についての検討が必要になる
可能性がある。 
 
２．⽶国における疫学情報の収集 

⽶国では National Outbreak Reporting 
System (NORS)というシステムを構築し、
アウトブレイク調査のデータの報告を⾏い、
ダッシュボードを構成している。NORS で
収集するデータは症例の⾏動、症例の臨床
症状、職場、⼆次感染の有無、環境調査（検
体採取、検査結果）、飲料⽔、病原体検査、
PulseNetのデータなどであった。NORSの
システムから広域の⾷品媒介感染症の情報
は⾃動的に州などの保健局に共有されるシ
ステムであった。 

また、ヴァンダービルト⼤学が開発した
Research Electronic Data Capture（REDCap）
を導⼊し、データの収集の効率化を図って
いた。また、疫学調査には様々な媒体を利⽤
し、情報収集を⾏っていた。REDCapのよ
うなシステムを導⼊し、疫学調査の効率化
を図ることも広域の⾷品媒介感染症対策に
は重要な⽅法の⼀つであると考えられた。 
更に、商品を購⼊した際のレシートから

の情報収集では情報寮が限られていたレシ
ートから AI を利⽤した情報の解析により、
商品の特定を⾏うことなどの⼯夫が⾏われ
ていた。この⼯夫は情報収集における正確
性と迅速性にも寄与していた。 

⽶国では、収集した疫学情報のうち、FDA
が管轄する対策等の周知に関する情報を掲
⽰するにあたってはフォーカスグループイ
ンタビュー（FGI）を利⽤し、国⺠への情報
収集提供⽅法の検討を図っていた。例えば、
FDAで作成をした 3通りの注意喚起の案を

FGIで検討したところ、どれも FGIで不可
となり、新たに FGIによって作成した注意
喚起の掲⽰をおこなう事となった。情報の
普及にはSNSを含め様々な媒体を利⽤して
注意喚起の掲⽰を⾏った。掲⽰は迅速性が
重要で、若年層にも伝わる⽅法の選択が重
要であった。 

分⼦タイピングの情報に関しては、ミネ
ソタ州は迅速診断検査（CIDT）の実施割合
が 25%になり、病原体の検出のスクリーニ
ングが早まり、病原体の分離培養を効果的
に実施できるようになっていた。CIDT に
よるスクリーニングによる病原体の検出に
より、分離培養の実施強化によって、分⼦タ
イピングによる広域の⾷品媒介感染症のア
ウトブレイク探知に繋がっていることが挙
げられ、アウトブレイク探知の迅速性につ
ながることが考えられた。 
 
 
Ｄ．結論 

広域の⾷品媒介感染症の疫学情報の収集
は共通化した調査票による情報収集であり、
共通化した点と迅速性がある点では良い⽅
法であった。⼀⽅で、データの収集から解析
までには効率化を図る必要がある点が課題
としてあげられた。⽶国で⾏われている
REDCapなどの効率化ツールの利⽤が⼀つ
の選択肢であると考えられた。また、調査の
迅速性や情報の質を向上させるために最⼩
限収集する情報について検討が今後必要と
なる可能性がある。 
 
 
E．知的財産権の出願・登録状況 

なし 
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Ｆ．研究発表 

なし 
 
 
G．知的所有権取得 
１．特許取得 
  なし 
２．実⽤新案登録 
  なし 
３．その他 

なし 
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